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終報告書 要約 

1. 社会・経済  ネパール国の総面積：14.7 万 km2、総人口：22.7 百万人（年率 2.1%増加、85%が

地方村落に住む）、1人当り GDP：US$243（増加率 2.9%）。 
2. 気象・水文  ｸﾘｶﾆ貯水池への年平均流入量（1963 ～1995 年迄 33 年間）は、4.36m3/sec である。 

 ｶﾆ頭首工、ﾔﾝﾗﾝ調整ﾀﾞﾑ、ﾗﾌﾟﾃｨ放水口の設計洪水量は、470m3/sec, 280m3/sec, 
1,810m3/sec である。 

 ﾔﾝﾗﾝ調整池ヘの年平均堆砂量は、19,0 00 m3/年、比堆砂量は 2,300m3/km2/年である。 
3. 地質・防災  計画地域の地質は、大理石、ﾄﾞﾛﾏｲﾄ、片岩、硅岩、千枚岩、粘板岩からなり、ﾏﾊ

ﾊﾞﾗｰﾀ衝上断層（MT）と主境界衝上断層（MBT）が西北西から東南東へ横断する。 
 地下発電所予定地点の珪質ﾄﾞﾛﾏｲﾄ層（層厚 150m）は、硬質で良好な岩質である。

地下空洞の安定は、ﾄﾞﾛﾏｲﾄ層に隣り合う千枚岩、粘板岩の岩盤強度に影響される。 
 水路ﾄﾝﾈﾙ沿いの衝上断層（MT及 MBT）と地層境界では、局所的に劣化した層に

遭遇すると推定され、水路の設計と施工に配慮する必要がある。 
 調整池内右岸の地すべり(R-1)は、頭部掘削、つま先部押さえ盛土、斜面保護工に

より安定である。調整池末端 1.5km 上流の地すべり(R-2)は、今年の洪水により崩

壊が発達し、地滑りの可能性が増した。詳細設計時の調査が必要である。 
4. 環境影響評価  本計画実施による自然環境への影響は、自然環境影響調査（水質試験、動植物相、

魚類、水生動物）の結果より小さいと推定される。 
 ﾔﾝﾗﾝ川調整ダム地点の河川維持流量は、乾期 0.1m3/sec、雨期 0.3m3/sec である。 
 社会環境への影響は、ｱｸｾｽ道路と工事用仮設備用地による移転と土地収用があるｻ 

ﾇｰﾀﾙ村とｸﾞﾏﾆ村、ﾔﾝﾗﾝ川調整池、放水口及び発電放流の影響を受ける放水口下流ﾗﾌﾟ

ﾃｨ川河床（約 4km）である。 
 移転と土地収用は、25 世帯 及び 15 ha である。 
 社会環境影響を低減するため、ｸﾘｶﾆ社会環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ組織(KESMU)の設立と移転

計画、継続した社会ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ、情報公開の実施を推奨する。 
5. 電力需要  本計画の電力量需要予測は、既存 NEA 電力需要予測を適用する。 

 本計画のﾋﾟｰｸ電力需要予測は、計画停電により抑制されている負荷率を考慮し、

NEA 予測のﾋﾟｰｸ電力需要より少々高めとする。 
6. 適計画  本計画の電力系統への投入妥当性を検討した結果、FY2007 年乾期の日負荷曲線

（ﾋﾟｰｸ電力 762MW）で夕方４時間のﾋﾟｰｸ電力需要に対し、本計画の投入が必要

である。 
 本計画の 適ﾚｲｱｳﾄは、ﾀﾞﾑ調整池式地下発電所である。 
 適貯水池運用計画の検討結果、ｸﾘｶﾆ貯水池を乾期 4 ヶ月、ｸﾘｶﾆ第１及び 2 発電

所をﾋﾟｰｸ 8 時間、第 3 発電所を 4 時間運転する貯水池運用が、 大便益となる。 
 適設備容量は 45 MW（発電量 47.3GWh/年）、 適投入時期は 2007 年である。 

7. 設計  主要構造物の設計：設備容量 45 MW、 大使用水量 43.1m3/sec、有効落差 118m 
ｶﾆ頭首工: 大取水量 2.0m3/sec 
調整ﾀﾞﾑ:  52m高さ RCC ﾀﾞﾑ、調整容量 475,000m3  
ｺﾈｸｼｮﾝﾄﾝﾈﾙ: ｺﾝｸﾘｰﾄ無圧水路、3.25m (内径) 3.5km (延長) 
導水路及び鉄管: ｺﾝｸﾘｰﾄ圧力ﾄﾝﾈﾙ、4.1m (内径) 0.4km (延長)、及び水圧鉄管 
放水ﾄﾝﾈﾙ: ｺﾝｸﾘｰﾄ無圧水路及びｶﾙﾊﾞｰﾄ、 4.4m (内径) 2.1km (延長) 
発電所: 地下式発電所、 17m (幅)31m (高さ) 74m (長さ)、 
水車 & 発電機:  縦軸ﾌﾗﾝｼｽ型 (23MW, 500rpm)、 普通型発電機(26.4MVA) 

8. 施工計画及び

工事 
 工事期間：詳細設計、事前資格審査、入札後 3.5 年である。 
 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｽﾄ：US$ 78 百万 

9. 経済・財務  経済的内部収益率（EIRR）：15.3% （代替火力法による） 
 財務的内部収益率（FIRR）：5.0% （2002年電力料金 NRs.6.81/kWh= US￠8.9/kWh ） 

10. 結論  本計画は、技術、環境、経済・財務の点から実施可能である。従い、2003 年に詳

細設計を実施し電力系統に早期に投入する必要がある。 
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S-T-1  

S.1 NEA

FY Projects 
Installed  
Capacity 
(MW)

Peaking 
Capacity 
(MW)

Average 
Energy  
(GWh/yr)

Comments

2002 Kali Gandaki-A 144 144 791 Under Construction 

 Syange 0.1 0.06 1 IPP, PPA signed 

2003 Chilime 20 20 101 IPP, Under Construction 

 Indrawati 7.5 3 37 IPP, Under Construction 

 Daram Khola 5 5 33 IPP, PPA signed 

 Piluwa Khola 3 2 18 IPP, Under Construction 

 Chaku Khola 0.91 0.9 7 IPP, PPA signed 

2004 Pheme 0.95 0.9 8 IPP, PPA signed 

 Upper Modi 14 8 89.6 IPP, Under Construction 

 Khudi 3.5 2.2 25 IPP, PPA signed 

2005 Mailung 5 4.3 37 IPP, PPA signed 

 Middle Marsyangdi 70 70 393 NEA, Under Construction 

2006 - -   - 

2007 Langtang 10 10 78 IPP, PPA signed 

 Chameliya 30 30 196 NEA Planned 

 Kulekhani-3 42 42 50 NEA, Planned 

 Khimti-2 27 27 157 NEA, joint venture 

2008 Rahughat 27 6 165 Private 

 Kabeli-A 30 15 162 Private 

2009 Upper Karnali-A 300 300 2133 NEA joint venture 

2010 - -   - 

Source: NEA Corporate Development Plan
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Annual Generation 47.29 GWh Loan Condition Equity
Assumed Real Tariff 2002 Price* 0.0935 $/kWh Interest Rate per Year 7.5% Total 1,935 mill. Rs.
Assumed Peak Tariff 2002 Price* 0.1075 $/kWh Duration (Year) 30 NEA 1,451 75%
Assumed Gate Price 2002 Price* 0.0711 $/kWh  Grace Period 10 Governm. 484 25%
PriceEscal 6.0%  Principal Rep 20
Exchange Rate US$1= 78.3 Rs

(Unit: mill. Rs in basic)
Year FY StartingTotal Cap. O&M Total Energy Net Ttl Capital Loan Equity Ttl IDC IDC Debt Loan Net Cumulative

0 Cost Cost Cost Sales Revenue Inflow Inflow F Inflow Service Principal Interest Cash Flow Cash Flow
Revenue 6,301 4,366 1,935 822 822 5,188

1 2004 925 925 -925 925 553 373 41 41 0 0 0 0 0
2 2005 2,225 2,225 -2,225 2,225 1,539 685 157 157 0 0 0 0 0
3 2006 2,508 2,508 -2,508 2,508 1,856 652 296 296 0 0 0 0 0
4 2007 643 32 675 186 -489 643 418 225 327 327 0 0 0 154 154
5 2008 67 67 394 326 389 0 389 -63 91
6 2009 71 71 418 346 389 0 389 -43 48
7 2010 76 76 443 367 389 0 389 -22 26
8 2011 80 80 469 389 389 0 389 0 26
9 2012 85 85 497 412 389 0 389 23 49

10 2013 90 90 527 437 389 0 389 48 97
11 2014 96 96 559 463 509 120 389 -46 51
12 2015 101 101 592 491 509 129 380 -18 33
13 2016 107 107 628 520 509 138 370 11 44
14 2017 114 114 665 552 509 149 360 43 87
15 2018 121 121 705 585 509 160 349 76 163
16 2019 128 128 748 620 509 172 337 111 273
17 2020 136 136 793 657 509 185 324 148 421
18 2021 144 144 840 696 509 199 310 187 609
19 2022 152 152 891 738 509 214 295 229 838
20 2023 162 162 944 782 509 230 279 273 1,111
21 2024 171 171 1,001 829 509 247 262 320 1,432
22 2025 182 182 1,061 879 509 265 243 370 1,802
23 2026 193 193 1,124 932 509 285 224 423 2,225
24 2027 204 204 1,192 988 509 307 202 479 2,704
25 2028 216 216 1,263 1,047 509 330 179 538 3,242
26 2029 229 229 1,339 1,110 509 354 154 601 3,843
27 2030 243 243 1,419 1,176 509 381 128 667 4,510
28 2031 258 258 1,505 1,247 509 410 99 738 5,248
29 2032 273 273 1,595 1,322 509 440 69 813 6,061
30 2033 289 289 1,690 1,401 509 473 36 892 6,953

*: Tariffs in 2002 price are treated as they are based on the past year's average tariff.
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Upper Karnali (300MW)Kulekhani III + Chameliya + Khimti 2
(42MW)               (30MW)        (27MW)

Middle Marsyangdi (70MW)

Kali Gandaki "A" (144MW)

Chilime (20MW)



S.2

S-F-2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

      (m3/s)
          10           9.38
          20   5.56
          30   3.54
          40  2.50
          50   2.03
          60  1.76
          70  1.51
          80      1.25
          90     0.98
          95           0.73




	表紙
	序文
	伝達状
	クリカニ総合開発計画位置図
	写真
	最終報告書 要約 
	目次
	添付表リスト
	添付図リスト
	添付図面リスト
	I. 結論と提言
	II. 本計画調査
	調査の背景 
	調査の目的 
	調査の範囲 

	III. 社会経済
	社会及び環境
	開発計画
	社会経済指標予測

	IV. 電力需要
	既存発電設備と電源開発計画
	電力需要予測

	V. 地域概況
	位置及び地形
	水文気象
	地質
	計画地域内の地滑り及び堆砂

	VI. 環境影響評価
	自然環境影響評価
	社会環境影響評価

	VII. 最適開発計画
	最適開発計画案
	最適開発規模と最適投入時期の検討
	最適貯水池運用

	VIII. 設計
	IX. 施工計画及び工事費算定
	施工計画及び工程 
	工事費

	X. プロジェクト評価
	経済評価
	財務評価	

	XI. 技術移転
	XII. 詳細設計への提言
	表
	表S.1 NEAの電源開発計画
	表S.2 補足自然環境影響評価調査項目
	表S.3 補足社会環境影響評価調査項目
	表S.4 借款返済計画

	図
	図S.1 電力需要予測と需給バランス
	図S.2 クリカニ貯水池への流入量の流況曲線
	図S.3a プロジェクト地域の地質 (地質平面図)




